
県内の主な水資源開発施設

（15）農業用水の合理化（江戸川・坂川用水）

ア）利根川河口堰

イ）霞ヶ浦開発

ウ）霞ヶ浦導水事業

エ）北千葉導水事業

オ）印旛沼開発

カ）房総導水路
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＊一般に１立方メートル又は１　で表すのが正しい。ただ水１立方メートルは、約１トン
（1,000㎏）の質量なので、略して１トンと呼ぶことが多い。
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▼洪水時最高水位

▼最低水位

堆砂容量

利水容量 利水容量

総
貯
水
容
量

有
効
貯
水
容
量

洪水調節容量
（洪水貯留準備水位）

洪水調節容量
（平常時最高貯水位）

　海水から塩分などを除去し淡水を得る技術が、海水淡水化技術である。この技術は、地下など
からの不純物除去にも利用されている。海水などの淡水化は、全世界で 73.814千㎥/日（2018年10月
時点、1980 年からの合計）の造水能力となっている。日本では、生活用水として使用されている淡水化
プラントが38カ所あり、その造水能力は、112千㎥/日である。（2025年3月末現在、1990年からの合計。
日量 10 ㎥未満、工事用及び可搬式のプラントを除く。）海水などの淡水化は、造水コストが高いため、
日本では水資源の乏しい離島など特殊な事情がある場合に限られている。
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雑用水利用とは、汚水処理水や雨水などを、水洗トイレや散水・修景などに利用することをいう。
限りある水資源のなかで、水を安定的に供給していくためには、ダムなどの水資源開発だけでな
く、雑用水利用など水の有効活用が重要である。
　県内での雑用水利用状況は、雨水の利用も含め、幕張新都心などで行われている。千葉県では、
県下全域で、規模の大きな建築物を対象に、水洗トイレ用水として、汚水処理水や雨水を再利用する
ための施設を設置するよう指導している。

注）表のいずれかの項目に該当する場合、要綱の対象となる。
※計画１日平均使用水量とは、当該建築物の計画１日最大使用水量の80％

※

※
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条例など規制地域内地下水揚水量（令和６年） （単位：千m3/日）

地域 工業用 ビル用 水道用 農業用 その他 計

東葛

葛南

千葉・市原

君津

北総

合計

19.5

5.9

4.9

2.0

9.1

41.4

3.2

0.5

0.5

1.0

3.6

8.7

38.5

37.2

43.8

21.1

64.0

204.7

17.9

6.4

35.0

16.5

16.4

92.2

4.1

0.7

1.4

3.4

3.5

13.1

83.2

50.7

85.5

44.0

96.6

360.1

（注）四捨五入しているため、各地域の計と合計が異なる場合がある。
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